
連載 1６「人は、認めてあげれば、頑張ることができるようになる」 

もう 20 年近くも前のことだが、くっき

り思い出すことがある。それは、今上天

皇の内親王愛子様が３才の誕生日を迎え

るのにあたって、今上天皇がその記者会

見でご紹介されたアメリカの家庭教育学

者ドロシー・ロー・ノルトの「子は親の

鏡」と題された詩のことである。それは

たった一編の詩なのだが、その詩の中に

は、子育てのエッセンスが詰まりに詰ま

っていて、しかも世間の子育ての常識に

真っ向から立ち向かうようなメッセージ

が盛り込まれていて、それを「愛子がそ

の名前の通り、人を愛し、そして人から

も愛される人間に育ってほしい」との願

いを込めた育児方針として紹介されたの

だった。 

例えば、「叱りつけてばかりいると、子

どもは、自分は悪い子なんだ、と思って

しまう」なんていうところは、「そうだよ

ね、良い子にしようと願って叱っても結

局は逆効果なんだよね」なんて思いなが

ら、フムフムと読むことができるし、「励

ましてあげれば、子どもは、自信を持つ

ようになる」なんていうところは、「そう

だよね、その通り。でもなかなかできず

についケチをつけるようなことを言って

しまうんだよね」と思ったりしながら賛

同する気持ちになる。 

ところが「見つめてあげれば、子ども

は、頑張り屋になる」とか「守ってあげ

れば、子どもは、強い子に育つ」なんて

いうところになると、「え！これって世間

の子育ての常識の反対だよね」と頭の中

で解説が必要になる。それは、「見つめて

いる、つまり認めることだけで、本当に

頑張ることができる子になるの？」とい

う疑問に答えることであるし、「親が守っ

ているばかりじゃ、強い子じゃなくて、

それどころか弱い子になっちゃうじゃな

いの？」という意見に反論することなの

だが。 

Ａ男さん、昨年の 12 月から 10 万円ほ

どする 50 型のテレビを買うために、小遣

いの節約を始めています。まずは、知的

障がいの方にとっての 10 万円という額

の大きさをイメージして欲しいのですが、

彼の年収（障害基礎年金と作業労賃との

合算）が約 100 万円ほどと考えると、10

万円という金額は、年収の１０分の１、

年収 400 万円のサラリーマンが、それと

同等の買い物をすると考えると、年収の

10 分の１は 40 万円ですから、Ａ男さん

は相当高額の買い物をする決心をしてい

るのだと考えることができます。 

購入計画を練ると、どんなに節約して

も２～３年後にやっと購入できる計算に

なりました。小遣いは 50％の減額です。 

ちなみに、もう 50 才になろうとするＡ

男さんですが、残念ながら今までに何回

も節約には挑戦しているのですが、節約

計画が成功した試しがないのです。今回

も支援職員にとっては半信半疑の節約計

画のスタートでした。 

ところが、今回は、心配もどこ吹く風、

彼の節約計画は今のところ順風満帆です。

穏やかで自信ありげな表情で暮らしてい

ます。小遣いを我慢してます、苦しいで

す、なんていう顔を全く見せないのです。 

そこで研究が始まりました。「なぜ？

彼の節約計画は成功しているのか？」が

テーマです。 

なかなかそのきっかけは見つかりま

せんでしたが、「ほら、去年の夏、通所先

の事業所で炎天下の農作業で、一回気持

ち悪くなったことがあって、その後、Ａ

男さん、農作業、もうイヤだって初めて

言えて、屋内作業に配置転換してもらう

ように頼んだら、よく事業所に理解して

もらって願いがかなったことありました

よね」なんていう話が出てきたら、「そう

いえば、秋頃からかなあ、人参、嫌いだ

って言って残していますよね」なんてい

う話が出てきて、そしたら「冷たい牛乳、

温めてほしい、なんて最近頼めるように

なってきていますよ」なんていう心温ま

るようなエピソードが報告されました。

実はこれってみんな「見つめる」ことで

あり「認める」ことであり「守っている

こと」なんですよね。これで研究テーマ

の答えがでました。「人は、認めてあげれ

ば、頑張ることができるようになる」と

いうわけです。「頑張れ、頑張れ」と鍛え

ることをすれば「頑張れる人」になるわ

けではないのです。これは、明星学園の

真実でもあり、子育ての真実ということ

になります。 


